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大月小学校学校だより 令和５年６月６日（火）NO.５ 

目指す子ども像：自分が好き・友達が好き・大月が好き 

 

先日は、台風２号の影響で大雨が降り大月町でも避難指示が出ましたが、皆様の地域は大丈夫でした

か。さて、月日の経つのは早いもので、令和 5年度の 1学期も折り返し地点まできました。子ども達は、

朝マラソンや水泳、勉強に読書と毎日頑張っています。4月から不在だった用務員さんが 6月 1日から 9

月 30日の期間来てくれるようになりました。井澤 衣里子さんです。よろしくお願いします。大月小学

校の児童と教職員一同、まずは 1学期の終業式まで頑張っていきます。 

【1年生がヒラメの放流をしました！】 

5月 26日（金）に大月町産業振興課、県宿毛漁業指導所、すくも湾漁協のみなさんのご協力により、

大浦の尾浦漁港でヒラメの稚魚の放流体験をすることができました。子ども達は、まずクイズ方式でヒラ

メの生態を学び、体長 8センチほどの稚魚を次々に放流しました。「バイバイ！」「海のお家に帰って

ね！」「大きくなってね！」と声かけされた約 1万匹のヒラメが海に放たれました。 

大月小学校の生活科・総合的な学習の時間は、体験活動が充実しています。自然に親しみ、豊かな海の

体験活動を行い、大月の自然の美しさや豊かさを 1年生から認識していくことで、大月町が好きな児童が

育つのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1年生の初めての校外学習） 

【6月は道徳参観日です！】 

昨年度は、学校便りに「道徳のひろば」を設けて道徳教育についていっしょに考える機会にして

きました。今年度も大月町は単独指定事業『大月はひとつ』を実践して、道徳教育の充実を図り、

豊かな情操や規範意識・自尊感情の向上を図ります。 

趣旨や内容については、道徳の授業の事や日々の生活の出来事等、また「高知の道徳」を活用し

た内容をお伝えし、道徳について少しでも共に考えていただければありがたいと思っています。 

道徳教育は「人づくり」、樹木でいえば土台・基礎となる「根」や「幹」の部分を育てる学習だ

と思っています。未来の子ども達の「人格形成」を目指し、学校・家庭・地域が連携して取り組ん

でいきましょう。よろしくお願いします。 

６月１７日（土）は道徳参観日です。全学年が道徳の授業を公開します。是非、おいで下さい。 

 

 

 

   



 

  

 

 

○日時：6月１７日（土）午前中は通常授業（給食があります。） 

  １３：５０～１４：３５ 道徳の授業参観（各教室） 

                        

○授業内容 

  1年・・・金のおの （正直、誠実） 

  2年・・・ぬれたボール（善悪の判断） 

  3年・・・金色の魚 （節度、節制） 

  4年・・・雨のバス停留所で （規則の尊重） 

  5年・・・法やきまりはだれのもの （規則の尊重） 

  6年・・・手品師（正直、誠実） 

 ひまわり・・・礼儀に必要なものって何？ （善悪の判断、自由と責任） 

 

 ○１４：５０～１５：４０ 講演会（児童と保護者対象） 

講師：吉田 淳之助さん 

 

 ○１５：５０   児童の下校 5年生・６年生のみ学級懇談（修学旅行・宿泊学習説明会） 

 

 ○１６：３５   下校バス（馬路線は臨時便） 

   

【今年も高知県子ども詩集「やまもも」第４７集 一番幸せな時間が発行されました。大月小からは２名 

の児童の詩とカットが掲載されていますので紹介します。】 

 

🔷２年生担任の濱田史嘉先生が体調不良のため、６月９日（金）をもちまして退職することになりました。 

後任の先生が決まるまでは、教頭を中心に全教職で協力して２年生の学びを保障していきます。何かありま 

したら、教頭が窓口となりますのでお知らせ下さい。保護者の皆様にも子ども達へのご支援とご協力をどう 

ぞよろしくお願いします。 

 

道徳のひろば １ 道徳参観日と道徳講演会について 

  


